
研究実施に関する情報公開 

対象となる方 2019年 4月～2024年 3月に、独）労働者健康安全機構が運営する全国

の労災病院（総合せき損センター及び吉備高原医療リハビリテーションセン

ターを含みます）に入院された患者さんのうち、以下の条件を満たす方： 

⚫ 入院時に１５歳以上であった方 

⚫ 診断名が ICD コードにて新生物、筋骨格系の疾患、損傷・中毒・外因

の影響、循環器系の疾患、消化器系の疾患に分類された方 

⚫ 入院時点で就労中の方 

⚫ 病職歴調査データを後方視的に確認可能な方 

研究課題名 入院患者病職歴調査を用いた復職不安に関連する就労背景の検討－マル

チレベル分析による横断研究－ 

研究期間 2026年 6月 11日～2028年 9月 30日 

研究責任者 独）労働者健康安全機構 東北労災病院 

中央リハビリテーション部 沢田行秀 

研究実施についての許可 本研究の実施について、東北労災病院倫理審査委員会の承認を得て、東

北労災病院長の許可を得ています。 

研究の意義・目的 わが国では治療と仕事の両立支援が推進されていますが、労災病院の調

査では入院患者さんの約 3割が復職に不安を感じていることが分かってい

ます 。これまで、この不安は主に個人の性格や周囲との関係によるものと

考えられてきましたが、実際にどのような「業種」や「職種」で働いているかと

いう背景が、不安にどう影響するかは十分に検討されていません 。 本研

究では、がんや骨折などの主要な 5つの病気について、患者さんの仕事の



内容が復職への不安とどのように関連しているかを明らかにします 。この

結果は、将来的に患者さん一人ひとりの状況に合わせた、より質の高い就

労支援体制を構築するための重要な科学的根拠となります 。 

研究の方法 本研究は、2019年 4月から 202４年 3月に全国 32カ所の労災病院に入

院された、15歳以上の働く患者さんを対象とした調査です 。入院時にご協

力いただいた「病職歴調査」の匿名化されたデータ（過去の記録）を使用す

るため、皆様に新たな検査やアンケートをお願いすることはありません 。 

具体的には、仕事の種類（業種・職種）や勤務形態、生活習慣などが、復職

不安の有無に与える影響を分析します 。その際、病院ごとの支援体制や年

度による社会情勢の違いを統計的に調整できる「マルチレベル分析」という

手法を用いることで、仕事そのものが不安に与える影響を精度高く評価しま

す 。 

分析に用いる情報 病職歴データに含まれる以下の情報を用います。 

⚫ 入院中にご回答いただいた勤労者医療調査票（詳細はこちらをご覧く

ださい）                                             

⚫ 病院職員が作成した入院診療要約書に含まれる患者さんの診療記録

（詳細はこちらをご覧ください） 

上記情報の中から、復職不安、産業分類（産業分類コード）、職業分類（職

業分類コード）、疾病分類（上位５疾病）、雇用形態（常勤、非常勤）、勤務日

数、時間外・休日労働時間、夜勤回数、総労働時間、交代制勤務、保険区

分、退院後の希望職種、年齢、性別、喫煙歴、飲酒歴、生活習慣病を分析

に用います。 

なお、病職歴データには、氏名、住所、保険証番号、診察券番号など、患者

さんを直接識別できる情報は含まれていません。 

https://www.research.johas.go.jp/bs/index.html#about
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情報の取得の方法 （入院患者病職歴調査より、独）労働者健康安全機構の本部が作成した病

職歴データを、独）労働者健康安全機構の理事長の許可を得てこの研究に

用います。入院患者病職歴調査の詳細はこちらをご覧ください。 

情報の提供を行う機関 独）労働者健康安全機構（理事長 大西 洋英） 

情報の管理について責任

を有する者 

独）労働者健康安全機構 東北労災病院 

中央リハビリテーション部 沢田行秀 

情報の利用開始日 2026年 8月 31日 

情報の他機関への提供に

ついて 

病職歴データから、分析に必要な情報のみを抽出し、患者さん個人を識別

できる情報を含まない分析用データを作成します。共同研究機関である山

形大学（研究責任者：医療政策学講座教授 村上正泰）には、分析用データ

のみを提供します。なお、外国にいる者にデータを提供することはありませ

ん。 

研究組織（研究機関と研究

責任者） 

独）労働者健康安全機構東北労災病院（研究責任者：中央リハビリテーショ

ン部 沢田行秀） 

山形大学（研究責任者：医療政策学講座教授 村上正泰） 

個人情報の取り扱い 分析に利用する病職歴データには、氏名、住所、保険証番号、診察券番号

など、患者さんを直接識別できる情報は含まれていません。さらに、研究の

成果を学会発表や学術雑誌で公表する際には、少数例など患者さんの特

定につながる情報は公開しません。具体的には該当者が 10例未満となる

場合は空欄とするかそのような項目は公表しません。 

https://www.research.johas.go.jp/bs/index.html#about


お問い合わせ先 この研究に関してご質問や心配なことなどありましたら、以下の連絡先まで

お問い合わせください。また、ご自身の情報がこの研究で用いられることに

ご了承いただけない場合にも、2026年 11月 30日までに以下の連絡先ま

でお問い合わせください。期限までにご連絡いただいた患者さんは、分析の

対象とはしません。期限までにご連絡をいただかなかった場合は、ご了承い

ただいたものとさせていただきます。なお、ご了承いただけない場合でも、患

者さんに不利益が生じることはございません。 

【労働者健康安全機構本部】 

労働者健康安全機構勤労者医療・産業保健部勤労者医療課 

神奈川県川崎市中原区木月住吉町１－１ 

病職歴担当窓口（平日 9～17時） 
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